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お内裏さまとおひなさまは、
作られた地域によって並びが違うようです。
一般に広く売られているのは、関東で作られた「関東びな」で、
向かって左にお内裏さま、右におひなさま。
一方、関西で作られた「京びな」は、
お内裏さまは右、おひなさまは左です。
京びなの並びは、京都御所の紫宸殿(ししんでん)の
玉座の位置に基づいているのだとか。

群馬〜乙父（おっち）のおひながゆ
毎年4月3日、多野郡上野村の乙父地区では、神流川の河原で桃の節句を祝う。
この日に備えて、地域の子どもたちは石で「お城(円形の囲い)」を作る。
当日、そのお城の中に、こたつやおひなさまを運び込み、
石で造ったカマでかゆを炊いて食べ、一日を楽しく過ごす。
この行事は、はるか昔、神流川で流されたお姫さまを村人が助け、
河原に城を築いて住まわせ、かゆを炊いて慰めた故事に由来するのだとか。

静岡〜ひなのつるし飾り
江戸時代後期から伊豆稲取地方に伝わる風習。
子ども(女児)の初節句に、無病息災と良縁を祈願し、
ひな壇の両脇につるし飾りを施す。
山形県酒田市の「傘福」、福岡県柳川市の「さげもん」と
ともに、「日本三大つるし飾り」と呼ばれる。

徳島〜阿波勝浦ビッグひな祭り
不要になったひな人形を引き取り、供養して飾るというこのお祭りは、昭和63年から始まり、本年で第31回を迎える。
会場には、高さ約8メートルの「百段のひな壇」をはじめ、約3万体ものひな人形が豪華けんらんに飾られる。
このお祭りは、「全国勝浦ネットワーク」の縁により、千葉県勝浦市や和歌山県海南市でも開催されている。

鳥取〜用瀬（もちがせ）のひな送り
鳥取市用瀬町で旧暦の3月3日に行われている伝統行事。
米俵のフタとなる「さん俵」を船にし、紙で作ったひな人形を
桃の小枝などとともに千代川に流す。流しびなの風習は、
奈良、岡山、埼玉、佐賀など、数多くの地域に残されている。

沖縄・奄美大島〜浜下り（はまうり）
旧暦の3月3日、女性たちが海水に
手足をつけて身を清め、健康を祈願する伝統行事。
「3月御重(サングァチウジュウ)」と呼ばれる
重箱料理を持参し、浜辺で頂く。
現在は、レジャーとして楽しむ人も多いという。
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今月の お役
総務省　　　　   立ち ツール
Monthly MIC　　　　　　　　     Useful tool

「公衆無線LANの
セキュリティ対策に
係るオンライン講座」

　公衆無線LANサービスが普及し、イン きたい公衆無線LANセキュリティ対策」を
ターネットを利用できる「Wi-Fiスポット」が 3/29まで下記サイトで開講しています。
増えています。しかし、その中にはセキュリ 　この講座は、全8回の講義動画で構成さ
ティ対策が十分でないものもあり、サイバー れており、公衆無線LANを利用する際のリ
攻撃の踏み台に利用されたり、情報漏えい スクの事例や具体的なセキュリティ対策の

などが発生する可能性があります。 方法を紹介しています。

　そこで、総務省では、公衆無線LANの利 　2/1～3/18は「サイバーセキュリティ月
用者のセキュリティ対策に関する啓発を目 間」です。この機会に受講してみてください。

的に、オンライン講座「これだけは知ってお

•オンライン講座「これだけは知っておきたい公衆無線LANセキュリティ対策」
https://lms.gacco.org/courses/course-v1:gacco+pt023+2019_02/about
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「空家等対策の推進に関する特別措置法」（空家法）の概要
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国

・空家等に関する施策を総合的かつ計画的に
実施するための基本的な指針の策定【第5条】 
・空家等に関する対策の適切かつ円滑な実施
に資するための財政・税政上の措置【第15条】

都道府県

・市町村に対する情報の提供および技術的な
助言、市町村相互間の連絡調整その他必要な
援助【第8条】 
・空家等に関する対策の適切かつ円滑な実施
に資するための財政・税制上の措置【第15条】

自治体

・空家等対策計画の作成およびこれに基づく空家等に関する対策の実施その他の空家等に関する必要
な措置の実施【第4条】 
・国の基本方針に則した、空家等対策計画の策定【第6条】 
・空家等対策計画の作成および変更並びに実施に関する協議を行うための協議会の設置【第7条】

特定空家等【第2条第2項】
助言・指導【第14条第1項】

↓
勧告【第14条第2項】

↓
命令【第14条第3項】

↓

略式代執行
行政代執行 【14条10項】
【14条第9項】 （所有者等不確知

の場合）

空き家の所有者または管理者

・周辺の生活環境に悪影響を及ぼさないよう、空家等の適切な管理に努める【第3条】

・空家等への立入調査等【第9条】 
・固定資産税情報の内部利用等【第10条】 
・データベースの整備【第11条】 
・所有者等による適切な管理を促進するため
の情報提供、助言等【第12条】 
・空家等に関する情報の提供、活用のために
必要な対策の実施【第13条】

具体的な措置

※「特定空家等」とは・・・
①そのまま放置すれば倒壊など著しく保安上危険となるおそれのある状態
②そのまま放置すれば著しく衛生上有害となるおそれのある状態
③適切な管理が行われていないことにより著しく景観を損なっている状態
④その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切である状態

①～④のいずれかのような管理不全の空き家のことです。

特
集
1

〜
行実空
政態き評
価調家
局
調査対
査
のを策
結実に果
〜施関
しす
まる
し
た

空き家の種類別戸数と空き家率の推移（平成5～25年）
900

13.513.1800
12.2

11.5700
318

9.8 268
600

212
500 182

400 149

300 460398 448
352200 262

100

37 42 50 41 410
平成5年 10年 15年 20年 25年（万戸）

その他の住宅（空き家） 借手・買い手待ち 二次的利用（別荘など） 空き家率（％）

（注）住宅・土地統計調査（総務省）の結果に基づき作成



07 MIC |  Vo l . 219 |  Mar c h 2 019
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空き家対策の各段階における現場での悩み
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相続人が多数いる場合、
連絡が大変！

代執行（※）の具体的手順が分からない！
代執行費用の回収も難しい！

所有者が他の自治体に住んでいる場合、
問い合わせの負担が大きい！

「特定空家等」かどうか判定する
ための専門的知見がない！

空き家の
所有者の特定

空き家の所有者の特定
空家法で可能となった固定資産税情報の活用が、

大きな効果を上げていました

管理不全の空き家
に対する措置

空き家バンクの
運営

全国の代執行の事例など、自治体担当者に役立つ取組例について、
その経緯や悩みなども含め整理し、事例集として取りまとめました！

さらに・・・

空き家バンク（※）を運営してもバンクへの
空き家の登録戸数や成約戸数が少ない！

空き家対策を行う人手が足りない!!

助言や指導をしても
所有者が改善してくれない！

具体的な事例は
次ページから

こんな事例がありました

● 価値が低下したため、現在は固定資産税が課税されていない空き家について、過去の課税情報（当
時の納税義務者の氏名や住所など）を活用することで当時の所有者を特定し、それによって現在の
管理者を特定することができた。

● 固定資産税納税通知書を送付したものの、所在不明で通知書が返送された場合、その不達情報を活
用することで、本来行うはずだった現地訪問の手間を省くことができた。

自治体の悩み
空き家所有者の死亡後に年数が経過している場合、相続人が多数になって
いる場合があり、相続人の特定や連絡などの事務負担が大きい！
所有者の特定業務を担当する職員が足りない！ 時間がない！

こんな事例がありました

● 住所が判明した高齢の空き家所有者がその住所に居住していなかったため、福祉部局が所有する介
護サービス利用履歴などを検索してみたところ、所有者はグループホームに居住していることが判
明。所有者に連絡することができた。

● 固定資産税情報などでは特定できなかった空き家所有者については、自治会などが保有していた数
十年前の住所録を周辺住民の協力の下に入手し、その住所録に記載されていた当時の所有者情報
から相続人を特定することができた。

● 相続人が多数いることから権利関係が複雑になっているなど、担当職員だけでは対応が難しい空き家につ
いては、司法書士会や行政書士会などの専門的な知見を活用して、所有者などの特定作業を行っている。

自治会

司法書士、行政書士問い合わせをする
自治体担当者

※行政が空き家の所有者に代わって建物の除却などを行うこと

※空き家バンクとは、空き家の賃貸・売却
を希望する所有者から提供された情報
を集約し、空き家を使用したいと希望す
る者に紹介する制度のことです。
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こんな事例がありました

● 建築士資格を持つ職員や環境部局などの専門知識を有する職員が空き家の現地調査へ同行

● 土地家屋調査士などの外部専門家に空き家の判定を委託

こんな事例がありました

通学路そばの危険な空き家の略式代執行の例

　築年数不明の木造2階建て家屋が屋根や壁の
損壊などにより、倒壊のおそれがありました。家
屋は通学路に面しており、万が一倒壊した場合、
児童に危険が及ぶ可能性もありました。

代執行前の空き家の様子

　市が調査した結果、建物所有者は既に死亡していることが判明。市は相続人に対して空家法に
基づく助言・指導を実施しましたが、改善されることはありませんでした。
　改善を求めるための勧告を行ったところ、相続人から相続放棄している旨の申し出があり、当該
空き家は管理する者のいない「所有者等を確知することができない」状態となったため、市は空家
法に基づき略式代執行の実施を決めました。

　代執行実施に向けて、市は、代執行の具体的手順や跡地の管理方法などを他の自治体に問い
合わせました。

　市は、除却工事中の児童の安全を考慮し、通学
路の変更を学校に依頼しました。
　また、代執行の実施後には、他の自治体から代執
行の実施内容などの問い合わせに対応しました。 代執行後の様子

こんな事例がありました

改善をするよう指導しても所有者が何も
反応してくれない…　
➡送付文書の色を黄色や赤色に変更して、
文書の重要性を意識付け

所有者が遠方に住んでいて周辺の状況を
知らない…　
➡空き家と周辺の写真を文書に同封し、
危険性などをアピール

所有者が危険性を認めてくれない…　
➡自治会長が指導時に同席し、周辺住民が
困っていることを伝える

➡報告書では、代執行を実施したそれぞれの自治体の検討経緯・
苦労した点を含め、具体的な実施手順を収集し紹介しています

自治体の悩み
危険性や衛生面などを判断できる専門知識を有する職員がいない！

複数の空き家に対して統一的な判定ができているか不安！

自治体の悩み
具体的な実施手順が不明で、何から行えばよいか分からない！

自治体の悩み
空き家の状況改善に向けた助言・指導などをしても、対応してくれない！

管理不全の空き家への対応（行政代執行・略式代執行①） 管理不全の空き家への対応（特定空家等判定）
※自治体は、管理不全の空き家に対して空家法に基づく助言・指導などを実施する前に、その
空き家の危険性などを調査し、空家法でいう「特定空家等」かどうか判定しています。

管理不全の空き家への対応（所有者や相続人への助言・指導）



こんな事例がありました

費用回収を知見のある専門部局に引き継いだ例

　JRの線路そばに建つ元事業所のビルで、ビルの名義上の
法人には活動実態はみられませんでした。そのビルは老朽化
が進んでいることから、市は法人代表者に対して解体などの
対応を求めましたが、経済的理由により対応は困難であると
の回答でした。

　市は行政代執行の実施を決めましたが、ビルがJRの線路
そばに建っていることから、除却工事の実施に向け、JRとの
協議も行いました。

代執行前の空き家の様子

　行政代執行による除却後の土地については公売により売
却することで費用を回収することとし、法人代表者とそのた
めの事前協議を行いました。

　除却後の公売手続などについては、専門知識を有する市
の債権回収担当部局に引き継ぐことで、費用回収をスムーズ
に行うことができました。

代執行後の様子

➡報告書では、財産管理人制度の利用など、それぞれの事例の
費用回収方法も紹介しています

自治体の悩み
代執行費用が高額！　回収が困難！

管理不全の空き家への対応（行政代執行・略式代執行③）

こんな事例がありました

除却時に完全な更地化を行わない例

　旅館業を営んでいた法人の解散後、旅館で
あった建物が放置されたために老朽化が進行
し、屋根材や壁材が周囲に飛散してしまって
いました。
　その建物がある場所は線路（高架）に近く
通学路に面しているため、危険性も高く、市は
略式代執行を実施することを決めました。

代執行前の空き家の様子

　その建物は借地上に建っていたため、市は以下の2点について検討しました。

● 略式代執行で除却後の跡地を完全にさら地化することは、土地所有者の負担無しに跡地を活
用しやすくすることにつながり、土地所有者の利益が大きい反面、市による費用回収面でのメ
リットがないこと

● 危険を排除するための必要最小限の工事内容とすることで、
少しでも工事費用の節約を図ること

　以上のことから、市は除却時に完全さら地化までは行わず、
建物の基礎部分を残す工事を行うことを決定しました。

　土地所有者に対し、除却の対応意思を確認
するための協議を行いましたが、所有者には
対応意思は無く、市は当初検討した方法どお
り、略式代執行を実施しました。

代執行後の様子（建物の基礎部分を残して除却）

管理不全の空き家への対応（行政代執行・略式代執行②）
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こんな事例がありました

● 移住してきた人の視点を活用した空き家バンクの運営
　町外から移住してきた人の「移住者としての視点」を活
かした移住・定住施策を推進するため、移住者を「移住定
住相談員」として委嘱。移住定住相談員は、空き家バンク
運営事務全般のほか、移住希望者からの相談に応じたり、
移住体験ツアーを実施するなど、町の移住定住施策に取
り組んでいます。
　相談員を配置することで、移住体験ツアーの際に、参加
者に対して実際に移住した立場としての実感を伝えるこ
とができるなどの効果が期待されています。

● 集落支援員による空き家バンク登録への働きかけ
　地域の実情に詳しく、集落対策の推進に関してノウハ
ウや知見を有している「集落支援員」が、地域を巡回する
際に空き家バンクの周知チラシを配布したり、空き家の
所有者に対して空き家バンク事業を説明し、空き家の活
用に向けての交渉も行います。

自治体の悩み
移住・定住希望や空き家を活用したいとの需要はあるが、

空き家バンクの登録戸数が伸びない！

空き家バンクの運営

こんな事例がありました

相続財産管理人制度や空き家バンクを活用した代執行費用の回収例

　敷地内全体に草木が繁茂し、著しく景観を
損なっている状態にある所有者不明の空き家
について、立ち木の枝などが近隣の道路および
敷地にもはみ出しているため、市は略式代執行
により草木の除却を行うことを決めました。

代執行前の空き家の様子

　市は、略式代執行で草木の除却などを行い、
債権を発生させることで、市が利害関係人と
なって相続財産管理人の選任を申し立て、空き
家および土地の市場流通により代執行費用を
回収することとしました。
　代執行の実施前には、地域の自治会長に対し
て、代執行に至る経緯および措置内容を説明する
とともに、周辺住民への周知を依頼しました。

　相続財産管理人には、市の空家等対策推進
協議会委員で、空き家などに関する相談対応を
依頼している市顧問弁護士が選任されました。
　空き家は老朽化しているものの倒壊などの
危険性はないことから、空き家バンクと協働
で売却に向けた働きかけを実施しています。
　また、近隣住民に対しても、購入に向けた交
渉を相続財産管理人が実施しています。 代執行後の様子

管理不全の空き家への対応（行政代執行・略式代執行④）
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調査結果報告書では、このほかにも様々な自治体の
取組・工夫事例を収集し、紹介しています！
ご関心がありましたら、ぜひご覧ください！

HP：http://www.soumu.go.jp/main_sosiki/hyouka/
 hyouka_kansi_n/ketsuka_nendo/h30.html
担当連絡先：行政評価局評価監視官（内閣、総務等担当）

TEL. 03-5253-5441（直通）
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統一地方選挙
4/7（日）は都道府県・指定都市の選挙の投票日、

4/21（日）は市区町村の選挙の投票日です

特集2

者ら　別②日の任本挙　きへ滑期選各　　（のれ今区 4 議期年」第るのか日挙地 4 来日 で皆て回、月 員が 3 な投つ を方年月は19 を町さかは 21 ）にと満月 回ど票効統行公ご、「村 、まら、 日都首了 1 関目の参率一う共と統選の（ 「も初 道長 連を 一と メ加的す に挙選 日 団日 統積の 府の 法迎リ る 地挙 な権 か のな 体、） 一 全極統 に県選 令 ッる え 効執こ 方年を ら の地 国的一 指・挙 にるト と 選齢行 地 5 果行 議指 方 的に地 定 に 基今が やに 挙がい 方月 的 会定 選 に投方 都 つ づ回あ 、よ 」ま 公 な有 挙の期が票 都選18 市 い 31 きのり り歳す 共日 「 呼権挙 市 」議日行し 以 て 、 ま 、にに。 団ま原統 び者投 員をわま。 外の、 す は若引 ①体で則一 かの開 と統れし の選 。 、いき 4 ののと地 け皆票選首 ま一ょ 市挙有下 月議間 すし方 がさの挙長しう 、を権げ 特 7 。会にて選 でま円ののて。 、

Q1 今回の「統一地方選挙」のスケジュールは
どうなっているの?

A. 下記スケジュールのとおりです。

Q2 今回の「統一地方選挙」はどこで行われるの?

A. 4月7日【前半】の実施予定の団体は以下のとおりです。
選挙の行われる地域に引き続き3か月以上お住まいの、満18歳以上の方が投票できます。

第19回統一地方選挙のスケジュール
3月 4月
21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21
木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜
● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●
知 指 指都 統 統一 一事 定 定道 地選 都 都府 方　 市 市県 選告 長 議議 （

地
方
選
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告 員員 ）　示 選 投
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日

町
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会
議
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町
村
長
選
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示

（
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半
）

選

市
議
会
議
員
　
市
長
選
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票告告 日

示示

特
別
区
議
会
議
員
　
特
別
区
長
選
　
告
示

（
指
定
都
市
を
除
く
）　
告
示

統一地方選挙の執行予定団体
（2月1日現在）（都道府県）
凡例 知事選・都道府県議会議員選が行われる団体

都道府県議会議員選のみが行われる団体

都道
府県
北海道
青森県
岩手県
宮城県
秋田県
山形県
福島県
茨城県
栃木県
群馬県
埼玉県
千葉県
東京都
神奈川県
新潟県
富山県
石川県
福井県
山梨県
長野県
岐阜県
静岡県
愛知県
三重県

知
事
○
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
　
　
　
○
　
　
　
　
　
○

議会
議員
○
○
　
　
○
○
　
　
○
○
○
○
　
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

都道
府県
滋賀県
京都府
大阪府
兵庫県
奈良県
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
香川県
愛媛県
高知県
福岡県
佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県
鹿児島県
沖縄県

知
事
　
　
　
　
○
　
○
○
　
　
　
○
　
　
　
○
　
　
　
○

議会
議員
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○
○

指定
都市
札幌市
仙台市
さいたま市
千葉市
横浜市
川崎市
相模原市
新潟市
静岡市
浜松市
名古屋市
京都市
大阪市
堺市
神戸市
岡山市
広島市
福岡市
北九州市
熊本市

市
長
○

○

○
○

○

議会
議員
○

○
○
○
○
○
○

○
○
○
○
○
○
○
○
○

○

○は選挙が行われる都道府県または指定都市です。

上限枚数

都道府県知事 300,000枚
指定都市市長 70,000枚
指定都市以外の市区長 16,000枚
町村長 5,000枚
都道府県議会 16,000枚
指定都市議会 8,000枚
指定都市以外の市区議会 4,000枚
町村議会 　 －
※都道府県、市区は条例により、ビラ作成の費用を公費で負担すること
　ができます。

ここが変わりました!
今回の統一地方選挙から、都道府県または市区の議会の議員の選挙においても、候補者の政策などを有権者
の皆さまが知る機会を拡充するため、候補者が選挙運動用ビラを頒布することができるようになりました。
候補者一人当たりの頒布枚数は下表のとおりです。

選挙運動用ビラ（イメージ）

輝
く
未
来
へ
!

選挙出人

選挙出人

せん　きょ　でる　ひと

達成目標1
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
達成目標2
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
達成目標3
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□
達成目標4
□□□□□□□□□□□□□
□□□□□□□□□□□□□

4月21日【後半】の市区町村の選挙については、市区
町村の選挙管理委員会にお問い合わせいただくか、
総務省ホームページをご覧ください。
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Q5 投票日当日は都合が悪くて投票に行けない！
どうしたらいいの？

A. 選挙は投票日に投票所で投票することを原則としていますが、仕事や旅行、レジャー、冠婚葬祭などの理由で、投票日に投票所へ行くことができないと見込まれる方のために、期日前投票の制
度があります。
期日前投票所の開閉時間は、基本的に午前8時30分から午後8時までですが、一部の投票所では
異なる場合があります。投票所入場券や投票所案内などの通知をご確認いただくか、市区町村
の選挙管理委員会にお問い合わせください。

Q3 統一地方選挙の投票率はどうなっているの?

Q4 投票日当日の投票所の開閉時間はいつ?
投票所の場所はどこ?

A.投票率は、低下する傾向が続いています。かつて投票率は80％を超えていましたが、前回の第18回
統一地方選挙では、都道府県知事や市区町村長選挙で47%でした。
統一地方選挙は、住民が身近な地方政治に対して意思を表明する重要な機会であることを鑑みま
すと、投票率の低下傾向は、民主主義にとって深刻な事態です。
「統一地方選挙」は、よりよい地域社会を作るために、身近な地方政治に対して私たちが意思を表明
する大切な機会です。期日前投票や不在者投票の制度も活用しながら、積極的に投票しましょう。

A. 投票所は、事前に送付される「投票所入場券」にてご確認ください。時間は、原則として、「午前7時～午後8時まで」です!
※投票時間は投票所によって異なる場合がございます。

投票所入場券は持参しなくても本人確認ができれば投票できますが、
ご持参いただければスムーズに投票できます。

Q6 選挙期間中に、仕事などで他の地域に
滞在している場合はどうすればいいの？

A.仕事や旅行などで、選挙期間中、名簿登録地以外の市区町村に滞在している方などは、滞在先の市区町村の選挙管理委員会で「不在者投票」ができます。
不在者投票制度を利用する場合は、まず、名簿登録地の市区町村の選挙管理委員会に、直接
または郵便などで投票用紙など必要な書類を請求します。
次に、交付された投票用紙などを持参して、滞在先の市区町村の選挙管理委員会に出向いて
投票します。
なお、不在者投票を利用する際は、投票用紙の取り寄せなどに時間を要しますので、お早めに
手続をしてください。

午前 午後

①投票用紙など必要書類の請求 地方公共団体

住所地の
②投票用紙など必要書類の送付 選挙管理委員会

選挙人

滞在地の ④選挙管理委員会が
選挙管理委員会 　投票用紙を送付

③必要書類を持参して投票

91.02

47.33

90.14

50.01

82.99

45.05
27231915117平362585450464238343026昭22

40

60

80

100

82.58

47.14

選挙執行年

●統一地方選挙における投票率の推移

都道府県知事選
都道府県議選
市区町村選
市区町村議選

お住まいの地域で複数の選挙がある場合は、期日前投票ができる期間が異なりますのでご注意ください。

期日前投票ができる期間

21
日
｜
●

20
土
｜
●

19
金
｜
●

18
木
｜
●

17
水
｜
●

16
火
｜
●

15
月
｜
●

14
日
｜
●

統一地
方
選（
後
半
）　
投
票
日

13
土
｜
●

12
金
｜
●

11
木
｜
●

10
水
｜
●

9
火
｜
●

8
月
｜
●

7
日
｜
●

6
土
｜
●

5
金
｜
●

4
木
｜
●

3
水
｜
●

2
火
｜
●

1
月
｜
●

31
日
｜
●

30
土
｜
●

29
金
｜
●

28
木
｜
●

27
水
｜
●

26
火
｜
●

25
月
｜
●

24
日
｜
●

23
土
｜
●

22
金
｜
●

21
木
｜
●

統一地
方
選（
前
半
）　
投
票
日

3月 4月

都道府県知事選挙 市区長選挙

市区議会議員選挙

町村長選挙

町村議会
議員選挙

都道府県議会議員選挙

指定都市議会議員選挙

指定都市長選挙

告
示

告
示

告
示

告
示

告
示

告
示

告
示

告
示
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野琶甲
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福井県

岐阜県

琵琶湖

滋賀県

京都府
三重県

甲良町

旧甲良東小学校の本館部分を曳家（ひきや）で移
築した甲良町立図書館。総ひのき造りの建物は
町の重要文化財に指定されている。

平安時代初期に、仁明天皇の勅願により建てられ
た、天台宗寺院「西明寺」。本堂と三重塔は国宝
に、二天門は重要文化財に指定されている。

P r o f i l e
人口｜ 人（平成 年 月 日現在）
面積｜13.62㎢
URL｜http://www.kouratown.jp/

滋賀県犬上郡に属し、鈴鹿山脈を源流とする犬上川
の扇状地にある。昭和30年4月に東甲良村と西甲良
村が合併して甲良町となった。下之郷遺跡、法養寺
遺跡などの発掘により、縄文中期には集落があった
ことが分かっており、数多くの文化財を有する。

6,981 31 1 31

町内を巡る水路や親水公園のところどころに、滝がしつらえてある。写真は「神明の滝」。
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戦国時代から江戸時代初期にかけて活躍し
た、武将・大名にして築城の名手。出生地の
在士地区にある「高虎公園」では騎馬像を見
ることができる。

江戸時代前期に活躍し
た建築家。寛永寺の五重
塔や日光東照宮建て替
えの際の棟りょうを務
める「。甲良豊後守宗廣
記念館」では、関連資料
や宗廣直筆の掛け軸な
どを見ることができる。

甲良町が誇る 三大偉人 今
も
息
づ

紡
い
で
水
と
共

き
た
悠
久

に
く
　
せ
せの

　
人
と
共

ら
ぎ
歴
史
が
に

の
町

地
方
の
か
が
や
き

滋
賀
県

甲
良
町こ

う
ら
ち
ょ
う

樹齢五百年以上とも言われる「八幡神社」内
にある藤棚。満開になる5月初旬には、「藤ま
つり・花切祭」が開催される。

地元産の野菜や果物、花などを販売する道の駅
「せせらぎの里 こうら」。前の広場では、クライミン
グなどの設備を運び込み、イベントを行うことも。

毎年8月21日に日吉神社にて行われる雨乞い祈
願の「おはなおどり」。胸に太鼓、背中にホロを付
けた若者が勇壮に舞う。

藤堂高虎
とう  どう  たか  とら

（1556～1630）

甲
こう   ら   ぶん   ご の かみ  むね  

良豊後守宗廣
ひろ

（1574～1646）

佐
さ　さ　き   

々木道誉
どう　よ

（1296～1373）
足利尊氏の腹心として、室
町幕府創建時に活躍したバ
サラ大名。41歳の時に創建
し、本人が移り住んだ「勝楽
寺」には、道誉画像（重要文
化財）など、ゆかりの物が多
数残されている。

町では藤堂高虎を
キャラクター化し、
PRに努めている。

K o u r a - c h o

甲良町は「せせらぎ遊園のまちづくり活動」を
進めており、至る所に水路や水車がある。
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「和の家」では食事ができるほか、「いろり体験」や「甲冑（かっちゅう）を着て集落歩き」などユニークな体験メニューも用意されている。
「おだいどこ野幸」で活躍する地元の女性たち。
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謡した良親
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「
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ま し
（し ん

期
待
化し励 家流 作で 県
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で た き識、 10 。好あ楽 、 古さ 高い い 藤た月 るれを 揺 師ぼ
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高 く虎る 堂土と のて 伊にと ん かの 高地いも 上 、 ら認こ

会
」庭 ） の

虎
』能お でま のに 演 虎貞 猿知ろ 協 面よ 制 すす向 にで 一 を 楽作 。。上度

と
向力氏制び 題 ・す そ
をに作脚け に 能さ 材こ。せ住公て得依を本 着にで楽
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方
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」トに
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ンて
運
営

地
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Q3甲良町を知るつの
uestion

Q ぽっかり空いたこの穴は? 町のパワースポットは? QQ 華やかなこの物
体は何?

ヤッサ おにぞうさん

地元の野菜を使った
ヘルシーなランチは
好評で、遠方から食
べに来る人も多い。
お弁当は予約制で、
10個以上から注文
を受け付けている。

平成29年に行われた制作発表の様子
創作面「高虎」

床の間にはかぶとや肖像画が展示され、関連図書
やマンガを読むこともできる。ふすまには、高虎の
成長を追った絵が描かれている。

館内にはアニメ化の高虎をモチーフにした土産品
が並び、全国の高虎ファンに喜ばれている。

の
金屋地区 生 男に まれた 子を

祝う祭事「千草盆」
で、金山神

。
拝殿に飾られる奉

納物
社の
野菜や草花を用い

て、地元の
。

人々の手 作られているで

01地
方
の

町が誇る偉人「藤堂高虎」を住民とともにPR
力 交流施設「和の家」で歴史・農業体験

10新 
月作
に能「公高演虎決」定

家の前を流れる小川の水を台所に引き込み、生活用水として利用する仕組み。水と共存する甲良町の日常の風景。

の頭 大 を上に きな物

せて耐えている「が

まん鬼」。藤堂家を
け幕末まで見守り続

たこの石像からは
、

もら慢パワーが え我
るのだとか。

手作りの大豆あんで季節の果物を包んだ大福は、すぐ
に売り切れてしまう人気商品。写真はいちご大福。

かわと
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宅
火
災

まはを 占 6 の回全 か災 中で、高 め数の （ らに 人 犠
牲

毎
年
千
人
近
く国 本一 め一 は のよて火 で火 火 の部年る人 い 9る 、災災 3 こひ ま こ地 災 に犠 8予 とと す の予 に域月 牲 5
方
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防 がり う防 。 よを 1 が者 人大 ち運 る運除日 生を と動 （切 、総動 住く で活減 全で 金を。 宅死すのら 体は ））実のか。中す の火者、

目るる報池住「標 注器切宅住と 意のれ用宅し 喚交、火防 経て 起換 災火実 年広の 警対施 推劣報策 報要 進化のの 器綱 やし実推 のに 、た施進 た 設定 住をば 置め」 宅なはこて のど 用じ火い 徹をめ 火ま 災 底重とに災す 、
。点す係警電
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MIC NEWS

01
MIC NEWS

02 3月1日（金）から3月7日（木）まで

春季全国火災予防運動を実施します！
この機会に防火への意識を高めましょう

平
成

年
春
季
全
国
火
災
予
防
運
動

31

ポ
ス
タ
ー

平
成
30
年
度
全
国
統
一
防
火
標
語
ポ
ス
タ
ー

重点目標

住宅用火災警報器（住警器）の維持管理について

•定期的な作動確認 作動確認をしても警報器に反応
点検ボタンを押すか点検ひもを がなければ、本体の故障か電池
ひっぱり、定期的（※1）に作動確認 切れです（※2）。警報器の本体
をしましょう。 または電池を交換しましょう。

•古くなったら交換 本体の故障か電池切れです
火災警報以外の警報が鳴った場合 （※2）。警報器本体を交換しま

しょう。

※1　住宅用火災警報器の電池の寿命の目安は約10年とされています。警報器の作動確認は、春秋の火災予防運
動の時期に行うなど、定期的に実施してください。

※2　故障か電池切れか分からないときは、取扱説明書を確認するか、メーカーにお問い合わせください。なお、電
池切れと判明した警報器が設置から10年以上経過している場合は、本体内部の電子部品が劣化して火災を
感知しなくなることが考えられるため、本体の交換を推奨しています。

平成30年度
全国統一防火標語 忘れてない?  サイフにスマホに火の確認

多数の者が集合する催しに対する
火災予防指導などの徹底 住宅防火対策の推進

放火火災防止対策の推進 製品火災の発生防止に
向けた取組の推進

特定防火対象物などにおける
防火安全対策の徹底

乾燥時および強風時の
火災発生防止対策の推進

林野火災予防対策の推進

火
災
予
防
運
動
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AMラジオの放送番組が
FMでも聴けます！
～今月はワイドFMの周知強化月間です～
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、で 重し情害に 番音 い波

お問い合わせ先

総務省情報流通行政局地上放送課

Tel. 03-5253-5737 ワイドFM　総務省

FM補完放送（ワイドFM）の周波数など（本年2月末現在）

地域

北海道

青森県

岩手県

宮城県
秋田県
山形県
福島県

関東広域圏

茨城県
栃木県
山梨県
新潟県
長野県
富山県
石川県
福井県

中京広域圏

岐阜県
静岡県

事業者名
北海道放送
STVラジオ
青森放送
アイビーシー
岩手放送
東北放送
秋田放送
山形放送
ラジオ福島
TBSラジオ
文化放送
ニッポン放送
茨城放送
栃木放送
山梨放送
新潟放送
信越放送
北日本放送
北陸放送
福井放送
CBCラジオ
東海ラジオ放送
岐阜放送
静岡放送

周波数（MHz）
91.5
90.4
91.7、92.7
76.7、80.3、80.5、85.5、
86.4、87.8、90.6
93.5
90.1
92.4
77.8、79.3、90.2、90.8
90.5
91.6
93.0
88.1、94.6
91.1、93.4、94.1
90.9
92.7
91.2、92.2、94.2
90.2
76.7、77.1、88.6、94.0
93.6、94.6
93.7
92.9
90.4
90.1、93.9、94.7

地域

近畿広域圏

滋賀県
京都府
和歌山県
鳥取県
島根県
岡山県
広島県
山口県
徳島県
愛媛県

福岡県

佐賀県
長崎県
熊本県
大分県
宮崎県

鹿児島県

沖縄県

事業者名
毎日放送
朝日放送ラジオ
大阪放送

京都放送

和歌山放送

山陰放送

山陽放送
中国放送
山口放送
四国放送
南海放送
RKB毎日放送
九州朝日放送

長崎放送

熊本放送
大分放送
宮崎放送

南日本放送

琉球放送
ラジオ沖縄

周波数（MHz）
90.6
93.3
91.9

94.9

91.6、92.4、94.2

87.1、92.2

91.4
94.6
86.4、92.3
93.0
91.2、91.7
91.0、91.5、94.6、94.８
90.2、92.7、93.0、94.0

90.6、91.8、92.6、93.5

91.4、92.3、94.2
93.3
90.4、94.7
82.3、86.7、92.8、93.7、
94.2、94.8
92.1
93.1

※同じ地域内でも場所により、受信できる周波数が異なります（下線を付した周波数が、各地域において最も広い範囲で受信できる周波数です）。
※放送エリアや受信環境により、受信できない地域があります。
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薦野中

　
後励セ期け応めの

　
不りるす動のし

　

う南

 

イw研 有 毎 キ セは ・各 で旬 3 賞 待でに、 そ足、セ。の確てサ雅 他 ュ 現キ 2 しご バC い町 究N 活か回年 さなお こが キ 観保 イ識応 」 0 かざ 紀 リ ュー 薦 を 場サ れくい ュ バT 躍 目、 で
、

るら リ 見 点はが 者募 しい 所 テ氏セ に の 表 てのイ 2と 、 2 リ 近ーる受 T テ 込 か、
ま が者よ中 ィキ 今バの サ 総 テ、 年攻公 彰 0 優 国が 者な ィ 0 こま ら賞 セュ 選 るの にす 、 ー に 後 民を れイ う 、撃中 るさ団リ キ 募 を 意務 ィ1応 関 れ年 極個 サ。 サ つ考 もたバ 人行 生 がュ 識島 い 期今 7 表 省て しめす ー に イれ体テ 募ー  ア 人 っ 材 活 複を 功回 年 彰さ のはい たて バまのィ てが 間 て る セ はビ明プ ･ ら ま や行 す 績 向、 は攻重 ー雑
し 研ス はあ い部 中も に総 キラ 団 組 19な すを 不撃要社セ化日 い 、ま る ュ上 ・り 創たは究合 ッ 本 、昨 務「体 る 織。す リ 足に、 有 ３ 会キ ･ト ま 様 を な。 香 設島所同 年 サ個 大 ュ年 活 ･ 万 対 経 巧お かし 々 テフ 。 す 図 し 課イ リ根 会 人 ら 臣 躍 社ォ 妙た 11 しの 氏 1め な るィる 人バ て応題済、 テ
で県神社とーの月。自分月 以奨ーがだ対た会 のおすで活ィ化
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代接

　
ト（ 「地の 募こ イ合 人 、地ーこの続

ビの 超集の」金 地方提 デな 移通 を 方 」コ ）ア方 ス と開に 動 高支案 5信 ど期ン 「 創を発 な い分のか テ G 速間 催 生 通5 っ事 広の どうら ス の部 し 」「中 を 信た務 ト G く発 にち応 特局 シ 超は 実 新に ま利 よ所で、 想募 し 募 徴ス（ し低昨 企、 現る テの 昨 活集にあ た を い全 年 業 すよ 地 ム 遅
あ 年 し 「る 。用 活 特国 12 、 る域 延っ

11 地 ア る総 10 、 か 5 徴本 た5 課 「」月た イ合 方月 しG をめか に計 デ年 多
通 自か G 題た」、 持所 総 7 ア 。ら 1 実総の新 つ数信 治） コに 務 8 11 月証務解 次同局 体 ン た

よ 省 5 月・ テ11 の省決な 世時、

「ペ
　
なが学現善活 をるー 5

　

各提総 ・研」 か 対ジG （ コ 一労 ンで 受案務 提 し利 究 象次テ公 働 に賞が大 た活 科案 ス 選開 表 行作 臣 安高者 ト用 分 考中 彰 わ品 賞 全技ア の散 をで さ 愛： れイな を 確能結す 処 ま 1れデど 受 媛。 理 保工果ま し位ぜアの 賞 大・員「、たコ し シ でひ 詳 す 技ン ス学 のご た 5 。通
覧テ細 るテ大術労。 G 過スく に なム学伝働の しトつだ ど研
」い 院承環特 たさホ 、究てい 優 理の境性 11ーは 室。ム 秀 工実改を 件、 ）

「5G利活用アイデアコンテスト」ホームページ

 https://5G-contest.jp ※優秀な評価を得た提案の詳細はこちらで公開中です。

サイバーセキュリティに関する
総務大臣奨励賞の受賞者が決定！

～ 5G利活用アイデアコンテストの結果～

総務大臣賞

5G特性
活用賞

地域課題
解決賞

審査員
特別賞

優秀賞

提案者名一次選考受賞 提案件名

四国

信越

北陸

近畿

沖縄

他6件

5Gの特性を活かした高技能工員の労働環境
改善・労働安全確保・技術伝承の実現
山岳登山者見守りシステムにおける登山者発見・
空間共有機能の実現

同時多接続と低遅延が可能とする近未来の
雪害対策

新しい一体感をもたらす5Gスポーツ観戦
広範囲同時センシング映像の5G大容量データ
転送による有害鳥獣対策

愛媛大学大学院理工学研究科
分散処理システム研究室

不破　泰

永平寺町総合政策課

久保　竜樹

株式会社沖縄エネテック
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「
!

地域課題の解決や地方創生のため、地方発のアイデアを募る

５Ｇ利活用アイデアコンテスト」を
開催しました

コンテスト受賞者と國重総務大臣政務官

総務大臣賞受賞提案の概要

全国に分散した運転台
課題： 交代要員の確保、技術伝承

見通せない玉掛作業現場
課題：労働災害

WC

高所運転台（60m）
課題： 揺れ、孤独、
 食事・用便

①運転台を地上に
②運転台の集約化

5Gが運転に必要な臨場感を実現

5Gがリアルタイム制御を実現
5Gが死角を解消

運転センター

　 　〇　　　〇• 　•

高

• • •

運事に玉 ス人労品 転故よ掛 キ員働質 台、る作 ル確環障 画 の安業 伝保境害 像 地全や・承、改発 交 上確ク音の 善生 代 化保レ響実記 ・のー伝現 集録 容ン送 約の 易のの 化蓄 化足効 の積
も果 効に

よ と 果
る の
原 目
因 視
分 確
析 認
と の
改 実
善 現

受賞者の功績と受賞者コメント

個人の部団体の部

PwCサイバーサービス合同会社
サイバーセキュリティ研究所
所長　神薗 雅紀 氏

NTTセキュアプラットフォーム研究所
研究員　中島 明日香 氏

島根県
お

邑南
おなんち

町
ょう

（代表：石橋 良治 町長）

【受賞者の功績】
　斬新なアイディアや自身の持つセ
キュリティに関する深い知見を生か
し、セキュリティに関する新たな視点
からの調査・研究開発など行うほか、
大学での講義などを通じてサイバー
セキュリティ研究者の教育・育成に
尽力するなど、日本のサイバーセキュ
リティ向上に多大に貢献。

【受賞者コメント】
　名誉ある賞を頂き、感謝とお礼を
申し上げます。
　研究者の想像力や探究心、チャレ
ンジ精神が、より一層求められると
確信しています。
　今後も、研究開発を通じて、サイ
バーセキュリティ向上に貢献できま
したら幸いです。

【受賞者の功績】
　自身が代表者を務めるコミュニ
ティ「CTF for GIRLS」を設置し、
女性技術者限定の勉強会を定期的
に開催するなど、女性技術者の技術
向上に貢献。
　また、一般向けのセキュリティ関係
著書の出版やソフトウェアのぜい弱
性に関する研究活動を通じて未知の
ぜい弱性を発見するなど、日本のサイ
バーセキュリティ向上に多大に貢献。

【受賞者コメント】
　このたびは名誉ある賞に選出して
いただき、大変光栄に存じます。
　多くの方のご支援のたまものであ
り、関係者の皆さまには心よりお礼
申し上げます。
　今後も、先端的な研究成果創出と
コミュニティに真に寄与する活動に
注力します。

【受賞者の功績】
　町役場で発生したインシデントに
対して迅速かつ適切に対応し、町村
単位ではいち早くインシデント対応
チーム（CSIRT）を設置。
　また、CSIRT設置後も、県や関係
機関主催の訓練や演習に参加し、セ
キュリティ担当職員の能力向上を図
るなど、人口１万人規模の自治体なが
ら、業務効率や費用とのバランスを取
りつつ、セキュリティ対策を推進。

【受賞者コメント】
　インシデントへの対応について評
価していただき、ありがとうござい
ました。
　邑南町は、人口1万人の小規模自治
体ではありますが、今回の受賞を機
に一層研さんに努め、引き続きセキュ
リティ対策に取り組んで参ります。
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世界にはばたく 総務省
佐藤総務副大臣の M i n i s t r y  o f

ミャンマー連邦共和国への訪問 I n t e r n a l  A f f a i r s  a n d

C o m m u n i c a t i o n s

～ ICT分野におけるミャンマーとの連携強化～

10こ甲
　

相甲にで的 1
　

表しなをこ がで藤
　

も守光成名介
　

と て良こ当冑突もな 2 高し げ全の月参あ堂こあ宗東立でし今を の （な きと体 0 ま今よ サ る のり町 虎 国 に加 高 廣照にあた月期 か高 て ミ威 出 まの っ 格㎏ し年うに 甲す津 う る公 貢 滋号待 虎 も 公 すた 10 ッ 虎 宮圧ち とだ た と発 ち ら 藤賀は ト る活 良 市 献の のし が 公感ゅ 大 っ 「特 比 。 、 。月 信で 、 堂性 う 柄 、 新 町 、 の し 県主 た に 大 地て が 身 高伊 築徴 べ に 偉 高い化 ） で し、 た人 て 作 で つ 甲よ 方あを 甲 虎 城 棟ま 的 長 上（ っ す て 賀 人の公 もう い 佐虎良能 開 の良 サ り身 のす広 た なよ で 1 演『町 市て を 々公町か起 と 催と に ミ。 兜 9 高 、、 の町 名 ょと ね す は 輩 木報 、な て さ う はが爆 ま ッ思 （） 当 今 室る は 士0 虎活 ト 、 出室 道 やる 。も れ 治 甲 、と剤 い か角 時 築こ 高 と』 し 町津性 き　
公 っ 」 誉ま ぶ 大 ㎝ ま 良と が とを 市城た の 虎 が さ 幕城永 柄 、 た で演す と 化 し 公な 姿 左（平体 を制 の 昨なのれ 地豊 府のご作 が ） に。 た 、る はと右今均重 発作つ名 年ど地る で後日の大紹） 、 。

イ中プイ係
　

確換ン番化談
　

関てに通輸
　

国日
　

バ ツで」バ者さ認を 組、し 係意関 通同をかに ま 信 佐ー ー の 日、 をら 訪らし行 の すセ昨出セ 制 、た 見 、信副 藤共
席 対に ミミまい 強 る郵交 問10キ キ 、作 総今 ャャペ 大大ュ 、 協便ュ 、同し 化 し日のし 象同 取 会ンンー 換 臣臣 務リ リ た 制 おに ママ に ま・ 力 ま副 副テ I 、 を組 社 よとテ は主 作 ミつーー な しで総 。ィ 行C ィ 大 の い び会、 大催 なの 国ン タた、に務 両 て対 継 いどサ ミT 臣 談ど設 営情 、の ン。 臣者関省 イ ャ国 確策 ・の は 続 今 し
代す に立 は報 ンが 放 バの 認 進 スの発 、 ・ 、つ マ後 ーる や 、し 同表 開 強 大 捗 ィ同 本重 い 協送 ー展 ワ の セ ン放あ 催国 化 臣ま 状 国て のに 力 キ ・ 連年要 ー さい 送 し 況 にマし政 に意 能ク に と ュ 邦 1性伴 ら ウさ た つ コ たシ にリお

なう 「府 見 力も 共月つ い ンよ なつテけンョ 。
どサのッサ関 て交テる強会 るいィる運 和 8

ヤンゴン中央郵便局にて絵はがきを差し出す佐藤総務副大臣

広報誌「総務省」についてのご意見・ご要望は、FAXまたは電子メールでお寄せください
FAX｜03-5253-5174　E-mail｜kohoshi@soumu.go.jp

運輸通信省での記念撮影（写真左から5番目：タン・スィン・
マウン大臣、6番目：佐藤総務副大臣）

車座ふるさとトークの様子（山形県川西町）

ワークショップでの挨拶

関ミ I
　

をマし談力ミン門術
　

表のけに
ャ ー係 総確 、 ャしの 中C こ明たる家 言ン 協郵日 ンをマ 認 の め務 ま成 央 力 し サT 及

よー 本 マ が便し し ほ 、イ分省 果ー郵の 技 まこ しプりを の バ野 ま た かや 便 しれ 、は は 支 郵 術ロ ーサ 、 総一 たまじの し 。さ ジ引 援 便局ま 指 同 セ層 ー 。め連 た ェら で 務
ビに を総 導 副 キ推 き た ク 省と 。携 な ュスよ 訪進 続 、 裁 をト大 リす と強 のり同る 問

以
上

しる と 行とき 臣 にテし化 提向郵取 して各 、 こ っしは 協ィてに郵参 供上便組 、てて 分国 れカ 、 力 も取便 状し に局 いり Oま 野と ム 日つ す 同り るまの を たを ・況 いで 本 D るのミ アヤ 国す 組協 含 な 視ての の Aャ ウン 旨強に。 み力 む どン察会協ンゴ専技 を化お、
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織名ネ非吉座は
　

※ ）ッ営島ふ、本」とト 山
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。組11 ま定町車臣

「取広
　

り域なえ受支
　

上関今が生にし 何30 してが気ま鈴注けの
　

話組が地組コどるけ援さがわでで時進て 度年「、育、持ち木力な開こし こにっ域むミの A 、サらりるもき代むく も先地ま ちづ総しど催のて 同 合 う参 重ュ革 I ーにま運 こ気たに材れ 話を域れ をく務た、や対
加
し

き し要 新・副 い こニ しビ、 と軽お地料る し見づ り副点 若て営 た 持 話I I の た れ性テ 大的 たス がにかい o 区 合と 据く を組 こ っの 者思 大 で場 かて まにィ 臣 Cな 。 げ う り 語ま で織 T な 吉 の と え て主み T な 」で い 臣 へはでもの は と技 き で こ、を るますの や S どを 島 人っが若 目 は活体は のの、ワ言維。 術 るせ
o 、c 活 地20 と 進質 同取 ロ の とて次i 者 線 ど動で「、 活参皆ん 及持を 」 を め問 ーメ組 ボ et 事 区代関 の・ 用 な い が を のさあ自 動画かさ し 活 。 ク心 る ンは 再 テ

y

例し どのにわるス意 合 こよれる分 にのシ? ま ま 用

5

ィ . が う バ全 生 0 紹た の活なる」「テ見 わ れうてとた お呼も ョし し け え ー国 に クを介買 声動っこ小ッを せ ににいいちこ いびッた 、 た で にのに 取地ス支を物 がにたと学プ出 て 対しるうが てかプ。 」 、 、

「車座ふるさとトーク」とは?

地域の暮らしを支える取組について語り合う

「車座ふるさとトーク」を開催しました!

総務省動画チャンネル

（鈴木総務副大臣 車座ふるさとトーク（山形県川西町））
https://www.youtube.com/watch?v=Uqc0EU3XDJ8
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※「4続づす形た地1的きる成め域7に、協し、地 地運7 議、実域 地域（ 営組践平 課 域で組織
成す題 内暮織
29

がるの のら」定 は年組解 様すめ 、調織決 々人地た
査。に な々域地組） 向 がの。 域関織け経係中暮数た営主心ら
は取指体とし
全組針がなを
国をに参っ守
で持基加てる

山形県川西町で開催した「車座ふるさとトーク」の参加者の皆さんと記念撮影をする
鈴木総務副大臣（前列中央）

　「車座ふるさとトーク」は、各省庁の大
臣・副大臣・政務官が地域に赴き、現場の皆
さまと少人数で車座になって対話を行い、
生の声をつぶさに聞いて政策に活かそうと
いう取組です。
　総務省では、平成25年2月に徳島県神山
町で開催した第１回目から数えて、これま
でに「車座ふるさとトーク」を17回開催し、
全国の皆さまと対話を続けています。
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